
　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
世
界
が
も
し

１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
』
の
再
話
を
手
が

け
た
作
家
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
心
を
大
切
に
す
る
お
話
を
い
た
だ

き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
　

講
師
　
作
家
・
翻
訳
家
　
池
田 

香
代
子 

様

主
催
　
佐
渡
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
（
佐
渡
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
、新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
、佐
渡
市
）

※
講
演
会
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で

す
。佐
渡
市
役
所
本
庁
・
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民
生
活
課

☎
63
―
５
１
１
２

　
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
利
用
し
て
、
子
育
て
支
援
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
み
ん
な
で
悩
み
や
関
心
の
あ
る
事

を
話
し
合
い
な
が
ら
、
自
分
に
あ
っ
た
子
育

て
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

対
象
　
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
親

定
員
　
10
名

★
両
津
地
区

時
期
　
11
月
６
日（
火
）か
ら
週
１
回（
計
７
回
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
両
津
地
区
公
民
館

★
南
部
地
区

時
期
　
11
月
７
日（
水
）か
ら
週
１
回（
計
７
回
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
２
会
場
と
も
保
育
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
１
人
７
０
０
円

申
込
み
　
10
月
29
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
５
２
２
２
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
63
―
５
２
２
３

  

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村
を
経

由
し
て
県
知
事
に
届
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
出
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
定
面
積

・
都
市
計
画
区
域
　
　
５
，
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域  

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
い
場
合
で
も
、

総
面
積
が
法
定
面
積
以
上
に
な
る
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
義
務
者
　
土
地
の
権
利
取
得
者
（
売
買

で
あ
れ
ば
買
主
）

届
出
期
限
　
契
約
（
予
約
含
む
）
の
日
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内

 

新
潟
県
地
価
調
査
結
果

　
平
成
24
年
度
の
地
価
調
査
結
果
を
９
月
20

日
に
公
表
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係 

☎
63
―
５
１
１
８

　
土
地
関
係
、
会
社
関
係
、
家
事
関
係
、
多

重
債
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
の
法
的
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
の
た
め
、
弁
護
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
問
題
が
複
雑
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
相
談
が
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
問

題
解
決
の
た
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場
　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー（
両
津
支
所
隣
り
）

予
約
申
込
先
　
☎
57
―
８
１
４
３

予
約
受
付
期
間
　
10
月
10
日（
水
）〜
10
月
31
日（
水
）

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
市
民
相
談
室
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
内
）
　
☎
57
―
８
１
４
３

有
　
料
　
広
　
告

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

10
月
は
土
地
月
間
で
す

お
　
知
　
ら
　
せ

弁
護
士
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

子
育
て
講
座
　
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
！
」

人
権
啓
発
講
演
会「
１
０
０
人
の
村
、

あ
な
た
も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
。」
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お
　
知
　
ら
　
せ

　
本
年
７
月
９
日
か
ら
入
管
法
の
改
正
に
よ

る
新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

以
降
、
県
内
で
は
外
国
籍
住
民
か
ら
の
相
談

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
受

け
、
外
国
人
相
談
事
例
の
紹
介
や
そ
の
解
決

方
法
等
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。事
業
所
関
係
者
だ
け
に
限
ら
ず
、
一
般
の

方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
　
11
月
16
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
佐
渡
市
役
所 

会
議
棟 

第
２
会
議
室

内
容
　

①
外
国
人
相
談
事
例
の
紹
介

例
：
家
庭
相
談
、
教
育
相
談
、
健
康
相
談
、

　
　
労
働
相
談
　
等

②
入
管
法
改
正
に
よ
る
注
意
点
に
つ
い
て

講
師
　（
社
）上
越
市
国
際
交
流
協
会
　

　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
川
室
京
子 

氏

定
員
　
30
名

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
　
11
月
９
日
（
金
）

主
催
　（
財
）新
潟
県
国
際
交
流
協
会
、

（
社
）上
越
市
国
際
交
流
協
会
、佐
渡
市

申
込
み
　
市
役
所
観
光
商
工
課 

国
際
観
光
係

　
☎
63
―
５
１
１
６
（
内
線
５
８
８
）

　
佐
渡
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
。
出
身

国
の
ご
家
族
や
ご
友
人
が
佐
渡
を
訪
れ
た
際

に
、
案
内
で
き
る
観
光
地
を
知
っ
て
お
き
た

い
と
い
う
外
国
籍
住
民
の
方
の
た
め
に
体
験

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
日
本

語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
は
じ
め
と
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
英
語
・
中

国
語
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
事
前
に
参
加
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

主
催
　
佐
渡
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
、
佐
渡
市

訪
問
予
定
先

清
水
寺
等
国
中
地
区
神
社
仏
閣
、
太
鼓
体
験

交
流
館

参
加
費
　
無
料
（
昼
食
代
は
各
自
ご
負
担
い

た
だ
き
ま
す
）
　

参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
外
国
籍
住
民
と
そ

の
ご
家
族

定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

申
込
締
切
　
10
月
26
日
（
金
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
観
光
商
工
課
　
国
際
観
光
係

☎
63
―
５
１
１
６
（
内
線
５
８
８
）

日
時
　
11
月
３
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

会
場
　
佐
渡
市
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
　

入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

午
前
の
部
（
10
時
〜
）
佐
渡
の
鬼
太
鼓
公
演

午
後
の
部
（
１
時
〜
）
基
調
講
演

「
鬼
太
鼓
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」

新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授
　
　
池
田
哲
夫

「
祭
り
を
守
る
と
い
う
こ
と
―
祭
り
の
実
践
―
」

新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授
　
　
伊
野
義
博

「
民
俗
芸
能
の
持
つ
魅
力
―
ム
ラ
の
祭
り
が

危
な
い
―
」
　
　

東
京
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員 

星
野 

紘

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

星
野
　
紘
・
伊
野
義
博
・
鬼
太
鼓
研
究
者（
予

定
）・
池
田
哲
夫
・
飯
島
康
夫（
司
会
）

主
催
　
新
潟
大
学
人
文
学
部
　
　

共
催
　
佐
渡
市
教
育
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
　
佐
渡
学
セ
ン
タ
ー
（
両
津
郷
土
博

物
館
内
）
　
☎
23
―
２
１
０
０

　
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分
あ

る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を

超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
。
）
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内

容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
佐
渡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
74
―
３
２
７
６
　
※
自
動
音
声
に
従
い

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

主
催
　
新
潟
県
行
政
書
士
会
佐
渡
支
部

相
談
内
容
（
秘
密
厳
守
）

○
土
地
関
係
･
･
･
農
地
の
売
買
、
転
用
の

許
可
申
請
、
開
発
許
可
申
請
、
農
振
除
外

申
請
、
公
有
地
（
赤
道
・
青
筋
）
の
払
い

下
げ
申
請
、
乗
り
入
れ
許
可
申
請
な
ど

○
各
種
法
人
の
設
立
･
･
･
会
社
の
設
立
、

農
業
生
産
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
の
設

立
、
定
款
作
成
、
認
証
な
ど

○
各
種
営
業
許
認
可
申
請
･
･
･
建
設
業
許

可
、
貨
物
旅
客
運
送
業
、
風
俗
営
業
、
飲

食
店
営
業
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
な

ど
○
自
動
車
関
係
･
･
･
車
庫
証
明
の
申
請
、

自
動
車
の
新
規
・
移
転
・
抹
消
登
録

○
相
続
に
関
す
る
こ
と
･
･
･
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

○
そ
の
他
、
官
公
署
の
許
認
可
申
請
や
権
利

義
務
や
事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
行
政
書
士
会
佐
渡
支
部
（
小
林
）

☎
86
―
３
６
２
６

外
国
籍
住
民
を
対
象
と
す
る
佐
渡
観
光

体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

外
国
人
相
談
に
関
す
る
勉
強
会

を
開
催
し
ま
す

平
成
26
年
１
月
か
ら
、記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

新
潟
大
学
人
文
学
部
・
佐
渡
市
教
育
委
員
会

連
携
協
定
事
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
鬼
太
鼓

　
　
―
舞
う
・
叩
く
・
伝
え
る
―
」
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〜
多
重
債
務
者
向
け
相
談
窓
口
〜

　
新
潟
財
務
事
務
所
で
は
、
多
額
の
借
入
で

悩
ん
で
い
る
方
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
相
談
を

お
聞
き
し
た
後
、
す
ぐ
に
法
律
専
門
家
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
お
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
新
潟
財
務
事
務
所
は
国
の
機
関
で
す
↓
何

回
相
談
し
て
も
費
用
は
無
料
で
す

・
借
金
の
取
立
て
電
話
や
督
促
状
が
怖
い
↓

す
ぐ
に
止
め
ら
れ
る
手
段
が
あ
り
ま
す

・
新
潟
財
務
事
務
所
ま
で
遠
く
て
行
け
な
い

↓
お
電
話
で
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

・
早
く
借
金
生
活
を
止
め
た
い
↓
生
活
再
建

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
ま
す

・
家
庭
や
職
場
に
知
ら
れ
る
↓
個
人
の
秘
密

は
堅
く
守
り
ま
す

【
連
絡
先
】
財
務
省
関
東
財
務
局
　
新
潟
財

務
事
務
所

☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
５
０
８
（
直
通
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
５
時
（
平
日
の
み
）

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
市
民
相
談
室
　
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
内
）
　
☎
57
―
８
１
４
３

　

〜
食
べ
よ
う
！！
佐
渡
産
の
お
い
し
い
野
菜
と

果
物
〜

日
時
　
11
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
（
開
場
　
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所
　
ト
キ
の
む
ら
元
気
館
（
新
穂
瓜
生
屋

３
６
２
―
１
　
☎
22
―
４
８
０
０
）

定
員
　
２
０
０
名（
先
着
順
、お
申
し
込
み
必
要
）

内
容
　

・
講
演
会
「
料
理
は
楽
し
く
シ
ン
プ
ル
に
！

〜
暮
ら
し
の
笑
顔
は
食
卓
か
ら
〜
」

・
講
師
　
家
庭
料
理
研
究
家 

奥
薗 

壽
子
氏

　
実
演
「
フ
ル
ー
ツ
ア
ー
ト
」

・
講
師
　
味
彩 

代
表
取
締
役 

伊
藤 

哲
夫
氏

・
そ
の
他
　
奥
薗
氏
監
修
レ
シ
ピ
の
試
食
や

佐
渡
産
野
菜
等
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
方
法
　
10
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、

参
加
す
る
人
の
住
所
、
氏
名
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
・

メ
ー
ル
い
ず
れ
も
可
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
　
地
域

保
健
課
　
☎
74
―
３
４
０
３

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
74
―
３
３
３
３

〒
９
５
２
―
１
５
５
５
佐
渡
市
相
川
二
町
目

浜
町
20
―
1

メ
ー
ル  n

g
t1
1
1
1
3
0
@
p
ref.n

iig
a
ta
.lg
.jp

　
県
民
（
佐
渡
市
民
）
の
皆
様
か
ら
、
農
業

研
究
へ
の
関
心
・
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
試
験
ほ
場
の
見
学
や
か
き
の
収
穫
体
験
な

ど
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て
や

さ
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。
親
子
で
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
事
前
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
佐
渡
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー

住
所
:
佐
渡
市
中
興
甲
３
５
１
（
バ
ス
：
本

線
　
佐
渡
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
下
車
）

内
容
　
①
お
仕
事
見
学
ツ
ア
ー
:
畑
や
お
米

に
関
す
る
施
設
な
ど
の
見
学

②
「
お
け
さ
柿
」
収
穫
体
験
:
佐
渡
特
産

「
お
け
さ
柿
」
の
収
穫
。
ま
た
、
や
さ
し
い

渋
抜
き
の
方
法
も
お
教
え
し
ま
す
。

注
：
収
穫
体
験
者
数
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

③
お
米
ク
イ
ズ
　
な
ど

申
込
期
限
　
10
月
22
日
（
月
）

申
込
み
　
佐
渡
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
63
―
４
１
０
２

お
願
い
　
①
天
候
に
応
じ
て
、
雨
具
・
傘
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
お
子
様
連
れ
の
方
は
、
安
全
に
十
分
御
配

慮
願
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
６
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　
は
ま
な
す
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

●
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言

　
佐
渡
市
不
法
投
棄
監
視
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
会
　
　
長
　
安
藤
　
卓
也

●
来
賓
挨
拶

　
　
　
佐
渡
市
長
　
甲
斐
　
元
也 

氏

●
現
状
レ
ポ
ー
ト

 

○ 

廃
棄
物
処
理
法
の
狙
い
ど
こ
ろ

　
佐
渡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
正
史
　

 

○ 

不
法
投
棄
の
現
状
・
問
題
点

　
佐
渡
西
警
察
署
長
　
　
矢
部
　
利
昭 

氏

　
佐
渡
東
警
察
署
長
　
　
大
桃
　
正
明 

氏

●
講
演
「
継
続
は
力
な
り
」

　
不
法
投
棄
ゼ
ロ
推
進
業
務
三
年
目
へ
の
激
励

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ
ス
ト
余
話
　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
修
吾 

氏

主
催
　

　
佐
渡
市
不
法
投
棄
監
視
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局

後
援

　
佐
渡
市
、
佐
渡
市
連
合
婦
人
会

　
新
潟
県
建
設
業
協
会
佐
渡
支
部

　
新
潟
日
報
社
、
佐
渡
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

 

問 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
安
藤
）

　
☎
０
９
０
―
７
２
４
２
―
４
３
５
５

不
法
投
棄
ゼ
ロ
推
進
業
務
キ
ッ
ク
オ
フ

宣
言
大
会

お
　
知
　
ら
　
せ

借
金
　
悩
ま
な
い
で

ふ
れ
あ
い
参
観
デ
ー
を
開
催
し
ま
す

さ
ど
食
育
フ
ェ
ア
２
０
１
２

15



　
市
営
住
宅
　

◆
第
１
吉
岡
住
宅
（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
大
川
２
２
４
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
62
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
４
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
４
２
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
２
８
番
地
７

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
６
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
４
万
２
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
木
野
浦
団
地
（
小
木
）

　
所
在
地
　
小
木
木
野
浦
５
１
２
番
地
４

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、

申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
10
月
31
日
（
水
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日

　
11
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り
期
間
が
延
び

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人（
市
内
在
住
親
族
２
名 

※
県

営
お
り
と
住
宅
は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係 

☎
63
―
５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
心
肺
蘇
生
法
が
新
し
く
変
わ
り
、
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
！
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
人
形
で
練

習
し
な
が
ら
、
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ

う
！

日
時
　
10
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

場
所
　
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

定
員
　
15
名
程
度

対
象
　
小
学
５
年
生
以
上

申
込
期
限
　
10
月
26
日
（
金
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
相
川
消
防
署
（
救
急
・
救
助
係
）
　

☎
74
―
３
１
２
４

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
④
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

・
第
１
吉
岡
住
宅
、
お
り
と
住
宅
「
⑤
」

・
吉
井
第
２
住
宅
、
木
野
浦
団
地
、
真
浦
団

　
地
「
⑥
」

①
　
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公

課（
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
）

②
　
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
　
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
　
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
　
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０

０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の
い
る

世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い

る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０
円
）
以
下

で
あ
る
こ
と

⑥
　
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０

０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

こ
と

有
　
料
　
広
　
告

お
　
知
　
ら
　
せ

16

トラクター・耕運機(ディーゼル)・船外機・バイク・重機

出張高価買取 いたします！

㈱アクティーインターナショナル　佐渡営業所　担当　新宮
　お気軽にお電話ください！ ☎0259-66-2695 

例　コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール
　　草刈機・電気の線・動噴・チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

☆更に！鉄・非鉄金属は 出張無料回収 いたします！



　
９
月
５
日
、「
第
３
回
ト
キ
飼
育
繁
殖
小
委

員
会
」
が
佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
放
鳥
ト
キ
の
繁
殖
期
の
状
況

　
２
０
１
２
年
の
繁
殖
期
は
佐
渡
島
内
に
お

い
て
18
ペ
ア
が
形
成
さ
れ
、
う
ち
３
ペ
ア
か

ら
８
羽
の
ふ
化
・
巣
立
ち
が
確
認
さ
れ
た
も

の
の
、
依
然
と
し
て
ふ
化
率
は
低
い
。
回
収

し
た
32
個
の
卵
殻
は
、
無
精
卵
あ
る
い
は
初

期
の
発
育
中
止
卵
が
多
く
、
胚
発
生
が
進
ん

で
も
ふ
化
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
原

因
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
究
明
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
誕
生
し
た
８
羽
の
ひ
な
に
つ

い
て
は
足
環
の
装
着
を
見
送
っ
た
が
、
来
年

以
降
は
原
則
と
し
て
野
生
下
で
生
ま
れ
た
ト

キ
に
つ
い
て
も
放
鳥
ト
キ
と
同
様
の
足
環
を

装
着
す
る
と
同
時
に
、
雌
雄
の
判
断
を
目
指

す
。

○
ト
キ
の
繁
殖
・
移
送
の
方
針

　
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
野
生
復

帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
飼
育
し
て
い
る
ト
キ

は
、
８
月
23
日
現
在
合
計
１
５
１
羽
で
、
計
画

的
な
飼
育
繁
殖
や
個
体
の
健
康
管
理
の
面
を

踏
ま
え
る
と
ほ
ぼ
収
容
能
力
に
達
し
て
い

る
。こ
の
た
め
、
計
画
的
な
ペ
ア
リ
ン
グ
や
繁

殖
制
限
に
つ
い
て
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
と

し
、
可
能
な
範
囲
で
各
分
散
飼
育
地
に
お
い

て
追
加
ペ
ア
の
受
入
れ
を
要
請
し
た
。ま
た
、

各
分
散
飼
育
地
で
今
年
繁
殖
し
た
個
体
の

セ
ン
タ
ー
へ
の
移
送
時
期
が
、
秋
に
一
斉

に
行
わ
れ
る
こ
と
で
安
定
し
た
個
体
の
収

容
が
困
難
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
移
送

時
期
の
延
長
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
８
月
28
日
、
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
株
式

会
社
メ
ニ
コ
ン
様
よ
り
15
万
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
社
開

発
製
品
で
あ
る
稲
わ
ら
分
解
促
進
材
「
ア

グ
リ
革
命
」
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付

い
た
だ
く
と
い
う
取
組
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
９
月
３
日
に
は
、
東
日
本
シ
ス

テ
ム
建
設
株
式
会
社
様
よ
り
30
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
然
界
で
の

ト
キ
の
ひ
な
誕
生
を
祝
い
、
６
月
に
行
っ

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
の

一
部
な
ど
を
寄
付

に
充
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
は
、
ト

キ
の
生
息
環
境
整

備
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

☎
24
―
６
０
４
０

ト
キ
飼
育
繁
殖
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

東日本システム建設㈱様による贈呈

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

95
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■集客プロモーションパートナー都市・新潟県上越市からのお知らせ

佐渡市と上越市は両市の更なる交流人口の拡大と集客を目指して「集客プロ

モーションパートナー都市協定」を締結し、集客に向けたＰＲ活動をお互い

に支援する取組みを行っています。

○内容
　今年7回目となるSAKEまつりは、上越地域の日本酒を始め、ワイン、どぶろく、地ビールなど「SAKE」

を一堂に集め、上越地域の酒づくり文化を紹介するイベントです。当日は、試飲代1,000円で18蔵元の日

本酒、ワインの試飲ができます。

　また、"SAKE"に合う特産品やお土産も数多く販売されるなど、上越の食文化がまるごと味わえます。

　さらに、当日しか入手できない「まつり酒」の限定発売も行うほか、杜氏による伝統の酒づくり唄の

披露や謙信公武者行列、音楽ライブなどのイベントも多数開催します。

○とき
10月27日（土）午前11時～午後8時

10月28日（日）午前10時～午後4時

○ところ　新潟県上越市本町3・4・5丁目商店街
　　　　 （歩行者天国）

○料金　試飲代1,000円
○お問い合わせ　
　越後・謙信ＳＡＫＥまつり実行委員会事務局

　（上越市産業振興課）☎025―526―5111

越後・謙信ＳＡＫＥまつり2012



　｢

粉
成｣

と
は
、
鉱
石
を
細
か
く
砕
き
、

粉
末
状
に
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
粉
成
は｢

石
扣｣

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

縦･

横･

高
さ
を
３
尺
の
石
積
み
と
土
で

つ
き
固
め
た｢

か
な
場｣

で
鉱
石
を
砕
き

ま
す
。
か
な
場
に
は
硬
い
黒
石
の｢

か
な

場
石｣

が
置
か
れ
、
鉱
石
が
転
げ
落
ち
な

い
よ
う
に｢

ク
ツ
輪
縄｣

が
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
鉱
石
を
、
重
さ
３
〜

４
貫
目
の｢

か
な
場
鎚｣

で
細
か
く
砕
き

ま
す
。

　
金
銀
の
含
有
量
の
高
い
鉱
石
は
粉
状

に
な
る
ま
で
細
か
く
砕
き
、
馬
の
尻
尾
で

作
っ
た
目
の
細
か
い
篩
に
か
け
ま
す
。篩

の
目
を
通
っ
た
粉
状
の
鉱
石
を｢

馬
尾
粉

成｣

と
い
い
、
こ
れ
を
水
桶
に
入
れ
て
か

き
回
し
、
濁
っ
た
う
わ
水
と
、
桶
の
底
に

溜
ま
っ
た
砂
に
分
け
ま
す
。

　
品
位
の
低
い
鉱
石
は
砂
状
に
粗
く
砕

か
れ
、
馬
尾
粉
成
で
篩
に
通
ら
な
か
っ
た

鉱
石
と
い
っ
し
ょ
に｢

石
磨｣

に
か
け
ま

す
。こ
れ
も
、
い
っ
た
ん
水
桶
に
入
れ
て

か
き
回
し
、
う
わ
水
は
別
の
器
に
移
し
、

残
っ
た
砂
状
の
鉱
石
を
石
磨
で
何
度
も

す
り
つ
ぶ
し
、
粉
状
に
し
ま
す
。　
　
　

　
こ
の
作
業
は
、
石
磨
１
基
に
５
人
が
か

り
で
、
１
日
で
１
２
０
㎏
あ
ま
り
の
鉱
石
を

粉
状
に
し
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く（
12
）

― 

粉
成（
こ
な
し
） 

―

い
し
は
た
き

ふ
る
いい

し
う
す

う
ま
お

　
配
置
薬
の
訪
問
販
売
（
※
１
）
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
必
要
な
分
、

使
っ
た
分
だ
け
薬
を
補
充
し
て
く
れ
る
配

置
薬
は
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
断
っ

た
の
に
無
理
や
り
置
い
て
い
く
、
高
額
な

健
康
食
品
を
勧
め
る
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

※
１  

配
置
薬
の
訪
問
販
売
は
、
医
薬
品
の

販
売
業
の
業
態
の
ひ
と
つ
。
販
売
員

（
配
置
員
）
が
消
費
者
の
家
庭
に
あ
ら
か

じ
め
医
薬
品
を
預
け
て
お
き
、
数
か
月
ご

と
に
巡
回
訪
問
を
行
っ
て
使
用
し
た
分

の
代
金
を
受
け
取
り
、
さ
ら
に
新
し
い
品

物
を
預
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

【
具
体
例
】

・
「
病
院
に
定
期
的
に
か
か
っ
て
、
薬
を

も
ら
っ
て
い
る
の
で
い
ら
な
い
」
と
断

っ
た
の
に
、
配
置
薬
を
置
い
て
い
き
代

金
を
請
求
さ
れ
た
。

・
配
置
薬
の
点
検
に
来
る
た
び
、
玄
関
で

長
時
間
話
し
込
み
、
親
し
く
な
っ
て
か

ら
高
額
な
健
康
食
品
を
売
り
つ
け
ら
れ

た
。

・
一
人
暮
ら
し
で
配
置
薬
は
ほ
と
ん
ど
使

っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
「
カ
ゼ
薬

７
箱
分
」
な
ど
高
額
な
請
求
を
さ
れ
、

納
得
い
か
な
い
。

・
「
も
う
配
置
薬
は
必
要
な
い
の
で
、
引

き
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
ら
、
強

い
口
調
で
責
め
ら
れ
、
怖
く
な
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
配
置
薬
は
、
業
者
か
ら
薬
を
預
か
り
、

次
回
の
来
訪
時
に
使
っ
た
分
だ
け
支
払

う
仕
組
み
で
す
。
自
分
の
判
断
で
薬
を

処
分
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
い
ち
ど
薬
箱
を
置
い
て
も
ら
う
と
、
定

期
的
に
業
者
が
来
ま
す
。
必
要
が
無
い

な
ら
、
初
回
の
訪
問
時
に
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

○
不
要
に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
引
き
取
り

を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

　
配
置
薬
の
請
求
や
解
約
方
法
で
不
審
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課 

市
民
相
談
室 

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
内
）
佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

「
断
わ
っ
た
の
に
置
い
て
い
か
れ
た
配
置
薬
」

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

18

石磨の上磨は下相川吹上の石材、下磨は外
海府鹿野浦の石材を用いた

かな場での 石扣の作業。良質な鉱石は粉状
に、それ以外は砂状に砕く

うす



　
今
年
度
５
月
で
創
立
65
年
を
迎
え
た

畑
野
中
学
校
の
教
育
目
標
は
「
豊
か
な

心
で
　
た
く
ま
し
く
　
自
分
の
人
生
を

切
り
拓
く
生
徒
」
で
す
。

　
現
在
の
生
徒
数
は
92
名
。
そ
の
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
会
を

中
心
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
「
プ
ル
ト
ッ
プ
収
集
」。

プ
ル
ト
ッ
プ
と
は
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

飲
み
口
を
開
け
る
際
に
引
く
タ
ブ
の
こ

と
で
す
。
一
つ
の
プ
ル
ト
ッ
プ
の
重
さ

は
約
0
．5
ｇ
。車
椅
子
と
交
換
す
る
に

は
５
４
０
㎏
の
プ
ル
ト
ッ
プ
が
必
要

で
、
そ
の
量
は
大
き
な
麻
袋
で
18
袋
！

に
も
な
り
ま
す
。
平
成
17
年
度
か
ら
始

め
た
こ
の
活
動
で
す
が
、当
初
は
生
徒
・

保
護
者
を
中
心
と
す
る
も
の
で
し
た
。

一
台
目
の
車
椅

子
を
地
域
の
福

祉
施
設
に
贈
呈

で
き
た
の
は
21

年
度
の
こ
と
で

す
。
５
年
の
年
月

が
か
か
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
そ

の
後
、
徐
々
に

活
動
の
輪
が
広
が
り
、
地
元
商
店
や
他
の

中
学
校
、
他
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
等

か
ら
も
プ
ル
ト
ッ
プ
が
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
匿
名
で
生
徒

玄
関
前
に
プ
ル
ト
ッ
プ
が
入
っ
た
袋
を
置

い
て
い
く
「
タ

イ
ガ
ー
マ
ス
ク

現
象
」
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
わ
ず

か
２
年
の
歳
月

で
２
台
目
の
車

椅
子
を
贈
呈
す

る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
現
在
は
、
25
年
度
に
３
台
目

の
車
椅
子
を
贈
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
「
安
寿

天
神
祭
り
」
で
は
、
地
域
の
方
を
指
導
者

と
し
て
お
招
き
し
、
１
年
女
子
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
元
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
「
国

仲
音
頭
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
部
活
動
や
佐
渡
学
の
推
進
な
ど
、
数

多
く
の
場
面
で
、
地
域
の
方
か
ら
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
と
の
関
わ
り
」
と
言
い
な
が

ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
お
世
話
に
な
る
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
関
わ
り
を
通
し
て
、

生
徒
は
確
実
に
「
感
謝
す
る
心
」
や
「
故

郷
を
愛
す
る
心
」
を
高
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
地
域
が
も
つ
大
き
な
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
地
域
を
想
い
、
地
域
に
根
ざ
す

生
徒
を
育
む
畑
野
中
学
校
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
両
津
支
所

内
）
☎
23
―
４
８
９
８

　
前
号
で
国
中
平
野
に
広
が
る
「
江
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

砂
金
採
取
の
た
め
に
使
わ
れ
た
西
三
川

の
「
江
」
（
水
路
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
相
川
金
銀
山
で
採
掘
が
行
わ
れ
る
よ

り
も
は
る
か
昔
、
西
三
川
地
域
で
は
、

砂
金
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
じ

「
金
」
で
も
、
金
鉱
石
と
砂
金
で
は
採

取
の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
。
砂
や
泥
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
砂
金
は
比
重
が
重

い
の
で
、
そ
の
重
さ
の
違
い
を
利
用
し

て
水
中
で
採
取
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

た
く
さ
ん
の
水
が
必
要
で
し
た
。

　
国
中
平
野
の
江
は
、
水
を
分
け
な
が

ら
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
特
徴
で
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
西
三
川
の
江
は
、

水
を
遠
く
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
特
徴
で

す
。
当
時
、
西
三
川
の
至
る
所
で
砂
金

の
採
取
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
川
の

そ
ば
だ
け
で
な
く
山
の
中
で
も
行
わ
れ

て
い
た
の
で
、
近
く
に
水
が
無
い
場
所

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
々
は
水

を
得
る
た
め
に
遠
く
の
水
源
か
ら
水
を

引
く
水
路
を
作
っ
た
の
で
す
。
西
三
川

で
最
も
長
い
水
路
は
約
９
㎞
以
上
も
あ

り
、
国
中
平
野
の
水
路
の
２
倍
も
の
長

さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
遠
く
か
ら

水
を
運
ん
で
く
る
た
め
に
は
、
最
先
端
の

測
量
技
術
が
必
要
で
し
た
。

　
現
在
も
こ
れ
ら
の
水
路
跡
は
残
っ
て
お

り
、
そ
の
一
部
は
農
業
用
水
路
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
佐
渡
島
が
金
の
島
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

採
掘
の
た
め
に
高
度
な
測
量
技
術
を
用
い

た
水
路
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
現
在
も
農
業

な
ど
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

水を流して砂金を採る様子
【西三川砂金山稼場所図（佐渡市所蔵）】

砂
金
の
江
と
田
ん
ぼ
の
江

　
　
　
　
　
　
　（
西
三
川
編
）

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑱

平成23年度に2台目の車椅子を贈呈

佐
渡
市
立 
畑
野
中
学
校

19
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８
月
２
日
、
３
日
、
６
日
、
７
日
、
９
日
の
５

日
間
、
八
幡
小
学
校
プ
ー
ル
を
会
場
に
ち
び

っ
こ
水
泳
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
渡
水
泳
連
盟
よ
り
３
名
の
講
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
き
、
佐
和
田
地
区
の
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
を
対
象
に
18
名
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
学
年
別
に
３
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
教
室

を
行
い
、
講
師
の

指
導
の
も
と
初
日

に
は
プ
ー
ル
に
顔

を
つ
け
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
子

が
泳
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
息
継

ぎ
が
う
ま
く
出
来

な
い
た
め
に
あ
ま

り
長
く
泳
ぐ
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
子
が
息
継
ぎ
を
覚
え
た
こ

と
に
よ
り
、
泳
げ
る
距
離
が
格
段
と
伸
び
た

り
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
１
人
１
人
に
修
了
証
が
渡

さ
れ
、
受
け
取
っ
た
児
童
の
笑
顔
と
保
護
者

の
皆
様
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
有
意
義

な
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
４
日（
土
）に
今
年
３
回
目
の
小
木
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
を
、
羽
茂
地
区
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
羽
茂
地
区
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
教

室
と
合
同
で
開
催
し
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
約
30
人
が
参
加
し
、
カ
ヌ
ー
と
バ
ナ
ナ
ボ

ー
ト
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
体
験
で

は
、
パ
ド
ル
の
漕
ぎ

方
や
、
安
定
し
た
乗

り
降
り
の
仕
方
を

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
な
指
導
者
か
ら

習
い
、
参
加
者
の

方
々
は
気
持
ち
良

さ
そ
う
に
カ
ヌ
ー

を
乗
り
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
で
は
、海
面
を

力
強
く
旋
回
し
た
り
、
波
で
ボ
ー
ト
が
バ
ウ

ン
ド
し
た
り
す
る
度
に
大
声
を
出
し
、
と
て

も
楽
し
そ
う
に
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
爽
快
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
を
体
験
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
水
泳
教
室（
佐
和
田
地
区
）

小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ

〜
カ
ヌ
ー
＆
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
挑
戦
！
〜 

（
小
木
地
区
）

【知って便利！　図書館活用術】

Ａ. 島外の図書館から取り寄せることができます。
　その際、原則として、片道分の送料をご負担いただくこと

になります。ただし次の図書館から取り寄せるときは、送料

負担はいただきません。

　　　・新潟県立図書館

　　　・新潟大学附属図書館

　　　・国立国会図書館

＊国立国会図書館は、中央・真野図書館のみの館内閲覧となります。

＊資料によっては、館外への貸出ができないものもあります。

　また、佐渡市で所蔵していない資料の複写物を、所蔵してい

る公共図書館や大学図書館、国会図書館などから取り寄せるこ

ともできます。（複写料金や送料をご負担ください。）

＊ご不明の点は、図書館窓口へお問い合わせください。

　昭和２２年、まだ

戦火の傷痕が至ると

ころに残っているな

かで「読書の力に

よって、平和な文化

国家を作ろう」とい

う決意のもと、出版

社・取次会社・書

店と公共図書館、新

聞などのマスコミ機

関も加わって、第１

回『読書週間』が開催されました。

　第６６回目を迎えた今年の標語は「ホントノキ

ズナ」です。

【第６６回 読書週間】
１０月２７日（土）～１１月９日（金）

本を探しているが、佐渡市の図書館には所蔵して
いないみたい。書店でも品切れといわれてしまい
ました。何とかして読みたいのだけれど…。

Ｑ.　

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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第１３回産業振興フォーラム開催される。
　「産業振興フォーラム」は首都圏佐渡連合会と首都圏佐渡経済

人懇談会が主催し、首都圏ならびに佐渡の経済人の交流、佐渡の

産業活性化を目的とした講演会である。年に２回（夏・冬）の開催

で、夏は佐渡島内で活躍されている方を講師にお招きしている。

　先般9月2日に開催されたフォーラムでは(株)広瀬組の廣瀬俊

三社長、また、旧両津市地区で廃棄物収集業務をされているアイ

マーク環境(株)の村山由貴男社長の講演が行われた。厳しい残

暑にもかかわらず８３名という多くの方にご参加いただき、大盛

況であった。

　広瀬社長は土木・建設業界の現状とお仕事の内容を紹介頂くと

同時に、各社のさまざまな新規事業への取り組みを紹介していた

だいた。また、水津地区で実施中の「佐渡キッチン」プロジェクト

や、金井のかつての旅館「植田屋」活用や「ふるさと見張り番」など

新たな取り組みをご紹介頂いた。

　次にアイマーク環境(株)の村山社長からは、「佐渡島油田化プロ

ジェクト」というタイトルで使用済み天ぷら油をリサイクルしたバイ

オディーゼル燃料の概要をご紹介頂いた。このエコ燃料は今年、

石名・天然杉へのシャトルバスの燃料として採用され、「環境の島」

のPRに役立っている。課題が多いなかで、更なる発展に向けて模

索中ということであった。

　元気の良い佐渡の若手経営者のお話しに質疑応答も活発で、

佐渡への期待を抱かせた大変意義深いフォーラムであった。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

交通事故からあなたの未来を守る
自賠責保険・自賠責共済
ご存知ですか、自賠責のこと？

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあ

るものの、平成23年の事故発生件数は約69万

件、死傷者数は85万人と、国民の誰もが交通事

故の被害者にも加害者にもなり得る極めて深

刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害

者にとっても加害者にとっても悲惨な結果を

もたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保

有者に、自動車１台ごとに加入が義務づけら

れており、基本的にすべての加害者の賠償責

任を担保するとともに、すべての被害者の基

本的な賠償を保障する制度であり、被害者の

保護を目的としています。

　一人一人が、より一層自賠責制度の役割・

重要性や、保険金・共済金の支払いのしくみ

などを十分に理解・認識することがとても大

切です。

自賠責保険・共済の
有効期限は切れていませんか？
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の

際の基本的な対人賠償を目的として、原動機

付自転車を含むすべての自動車に加入が義

務づけられており（自動車損害賠償保障法）、

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反で

すのでご注意ください！四輪車ももちろんです

が、特に、車検制度のない250cc以下のバイク

（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、有効

期限切れ、かけ忘れにご注意を！

　なお、自賠責制度の詳しい内容は、

http://www.jibai.jpでご覧になれます。

（問）国土交通省北陸信越運輸局　新潟運

輸支局　輸送・監査部門

☎025－285－3124
廣瀬俊三社長 村山由貴男社長

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
　
　

★
面
談
方
式
で
す
。

　
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

　
午
後
１
時
〜
５
時
　
　
　

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権

の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ

ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に

よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め

事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等

の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・

遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財

産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55
―
３
１
１
７

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 8.14～9.12届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

8.9

8.16

8.26

8.30

8.4

8.17

8.30

8.15

8.20

9.1

9.4

9.7

8.19

8.28

保平

友毅

実

浩二

力

三也

晃由

信弘

達也

昭彦

剛

太一

孝盛

翔平

両　津

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

新　穂

両津大川

原黒

長江

両津湊

相川下戸炭屋町

相川一町目

相川大浦

中原

八幡

八幡町

八幡

中原

平清水

新穂瓜生屋

（みづき）

（あおい）

（きりと）

（まあや）

（りのん）

（ゆうか）

（ゆうた）

（りんか）

（めい）

（のぶひこ）

（ともなり）

（まさと）

（るか）

（りあな）

伊　藤　美　月

齋　藤　蒼　依

古　川　霧　斗

鈴　木　真亜也

持　田　梨　希

児　玉　優　夏

山　田　雄　大

羽　豆　凜　香

本　間　萌　愛

伊　藤　信　彦

本　間　朋　成

福　井　将　人

城　鳥　瑠　華

古　川　莉愛奈

8.13

8.16

8.17

8.18

8.24

8.24

8.27

8.31

9.2

9.3

9.3

9.6

9.9

9.11

9.12

8.13

8.19

8.21

8.22

8.24

8.24

8.25

8.27

8.29

8.30

9.1

9.4

9.7

9.12

8.14

8.19

8.24

8.25

8.29

88

78

86

75

87

91

89

100

94

93

87

82

69

84

74

77

75

39

74

88

87

72

89

89

61

101

92

83

90

90

87

78

86

59

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

城腰

両津大川

住吉

梅津

羽吉

住吉

加茂歌代

下久知

梅津

加茂歌代

住吉

赤玉

秋津

長江

真木

橘

五十浦

北狄

姫津

相川下京町

相川江戸沢町

稲鯨

北片辺

相川鹿伏

相川大浦

戸地

相川鹿伏

大倉

相川弥十郎町

沢根五十里

八幡

中原

沢根

八幡

富　樫　長　治

木　村　接　枝

牧　田　ヤヨ子

山　本　吉　崇

倉　田　藤五郎

石　川　ト　シ

榎　　　行　雄

熊　谷　ミ　カ

杉　山　ツ　マ

大　重　君　江

近　藤　美　代

濱　﨑　政　春

仁　丹　チズ子

髙　野　チヨノ

松　本　　　忠

上　村　亀太郎

石　畑　眞　二

佐　藤　靖　士

西　埜　愛　助

金　子　鹿　藏

中　山　ツヤ子

伊　藤　キミ子

井　口　ハル枝

磯　西　　　薫

関　口　堅　

杉　山　萬　平

藤　田　ハ　ツ

梶　原　ウ　メ

山　本　タ　ツ

本　間　シズエ

安　達　壽美野

佐　野　健　吾

兵　庫　定　夫

本　間　義　和

9.2

9.5

9.5

9.7

8.13

8.17

8.18

9.7

8.15

8.21

8.31

9.4

8.14

8.25

8.28

8.28

9.1

9.1

9.7

9.10

8.14

8.16

8.26

8.27

8.14

8.15

8.16

8.18

9.8

8.13

8.25

8.18

8.18

9.5

96

34

66

48

90

93

84

89

66

78

88

97

78

88

93

69

70

89

61

68

79

97

82

95

81

90

91

87

68

61

94

87

76

92

佐和田

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

赤　泊

　〃

　〃

八幡

八幡

河原田諏訪町

真光寺

千種

中興

泉

千種

新穂大野

新穂大野

新穂長畝

新穂正明寺

畑野

畑野

畑野

畑野

栗野江

丸山

畑野

畑野

名古屋

大小

真野新町

真野

井坪

小木町

小木町

小木町

小木町

羽茂大橋

羽茂三瀬

徳和

徳和

下川茂

計　良　ス　ギ

本　間　朋　子

藤　由　啓　子

仲　下　康　子

川　本　新　一

植　田　サ　キ

川　上　一　美

近　藤　むつ子

土　屋　イツ子

山　田　佐久男

野　﨑　八　重

熊　谷　與　六

内　田　精　治

本　間　ウ　メ

舘　田　ミヨシ

中　川　伴　夫

堀　口　泰　雄

江　口　勇　吉

熊　谷　裕　子

子　安　　　城

本　間　　　清

佐々木　ハ　ル

金　子　　　勉

長　　　ミ　子

本　間　トミ子

赤　塚　宏三郎

岡　村　昌　二

渡　邊　末

小　野　　　武

西　須　殉　治

山　本　カツミ

信　田　史　郎

渡　部　直　治

津　惠　フミヨ

8.24

8.29

8.29

9.2

9.4

8.22

8.31

8.12

8.15

8.22

8.24

8.27

9.2

8.16

一貴

豊一

康朗

一生

登美男

英明

了

智之

祐志

卓

綱春

儀和

隆弘

伸也

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

栗野江

畑野

寺田

畑野

畑野

真野

吉岡

羽茂本郷

羽茂小泊

羽茂滝平

羽茂三瀬

羽茂上山田

羽茂本郷

徳和

（かんな）

（りょうすけ）

（りな）

（いろは）

（みらい）

（まこと）

（らいき）

（そうま）

（のの）

（かいり）

（はると）

（あきら）

（そうま）

（あさひ）

生　田　栞　菜

金　田　涼　佑

渡　部　莉　愛

金　子　いろは

池　　　美　頼

笠　井　麻　琴

島　田　來　祈

村　上　颯　真

岡　﨑　野　乃

渡　邉　海　凛

尾　堀　春　心

安　藤　　　輝

加　藤　颯　馬

渡　邉　朝　陽

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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　学校給食では、食育の

推進と地場産物の使用拡

大を目指し『地産地消』

に取り組んでいます。この日の佐渡産食材は、米、牛

乳、すりみ、玉ねぎ、ミニトマトでした。

　学校での給食の時間は、食に関する指導を推進する中

心的な場として活用することができます。

　高千中学校では、給食準備の際に、生徒と調理員との

交流があります。そして、放送でその日の献立や食材に

ついて紹介し、生徒たちは毎日食べる給食の内容に興味

を示しています。また、一緒に給食を食べる先生方から

直接、箸の持ち方や食事のマナーについて指導を受ける

ことができます。

　生徒全員が朝食を毎日きちんと食べて登校し、給食の

残量もほとんどなく、放課後の部活動も頑張っていま

す。これからも地元の旬の食材を味わって、食の大切さ、

給食に関わって

いる人たちへの

感謝の気持ちを

持ち続けてもら

いたいです。

●作り方
①ネギは２㎝位に切り、豆
腐は適当な大きさ（大きめ
でＯＫ）に切る。フライパ
ンにごま油を敷き、ネギを
立てて並べて焼く。
②ネギの両面に焼き色が
ついたら豆腐を入れ、調
味料も入れて混ぜ、蓋を
して焦げないよう時々返
しながら中火から弱火で
５分強煮る。　

③汁気が少なくなっ
て、味が染みたら出
来上がり。

朝食メニュー
●ごはん●みそ汁
●ネギ豆腐（佐渡産）
●もやしのマヨコン炒め
●えのきだけとチンゲン
菜の和え物●いちじく（佐
渡産）

昔ながらの製法にこだわる　豆腐職人

小木豆腐グループの皆さん（小木）

給食の様子

菜飯ごはん・牛乳・すりみ
の香り焼き・切り干し大根
のごまあえ・すまし汁・ミニ
トマト・果物

　大豆を水につけ、加熱・粉砕

して搾った豆乳をにがりで固め

て作られる豆腐。原材料の大豆

は「畑の肉」とも呼ばれるほど

たんぱく質が豊富です。この大

豆たんぱく質は、必須アミノ酸がバランスよく含まれた良質な

もので、血中コレステロールの低下作用、肥満の改善効果など

があるといわれています。またこのほか多くの栄養素が含まれ

ており、最新の栄養学研究では、ガンの予防効果が最も有効と

される野菜の1つに挙げられ、大変注目されています。豆腐

は、大豆たんぱく質の消化吸収率が非常に高く、とても効率の

よい食品といえます。その豆腐作りを昔ながらの石うす製法と

セラミック製法を用いて行い、地域に根ざして活躍する「小木

豆腐グループ」（全8名）がいます。平成14年から活動を開始

し、現在は週に1回、水曜日の早朝から作り、小木地内で配達

販売を行っています。地元小木地区で採れた大豆と天然にがり

100％を使用した自慢の豆腐。「しょうゆを使わず、そのまま

召し上がってみてください。」丁寧に仕上げられたその手作り

豆腐は、しっとり濃厚で愛情たっぷりの優しい味でした。

●材料（１人分）
・木綿豆腐　1/2丁
・ねぎ　　　1/2本
・ごま油　　大さじ1/2

調味料
・砂糖　　　大さじ1/2
・しょうゆ　大さじ1
・鰹だし（顆粒）
　　　　　　小さじ1/4

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

豆 腐

学校給食
チオシイ

食育 元気⑦
笑顔まるごと！
シリーズ

ネ ギ 豆 腐

高千中学校
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）
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「トキと暮らす島 生物多様性佐渡戦略」策定のお知らせ

映画「飛べ！ダコタ」コーラス録音イベントが行われました

　佐渡の目指すべき生物多様性の保全･利用の将来像
を明確化し、将来像の実現に向けた施策を定めるとと
もに、推進体制の構築を図るため「トキと暮らす島　
生物多様性佐渡戦略」を策定しました。
　市ホームページからダウンロードできます。また、
郵送対応で１冊１，０００円で販売しています。（概要
版は無償配布）

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決します！ 

 
 

お問い合わせ　市役所農林水産課　生物多様性推進室
　　　　　　　生物共生推進係　☎６３―３７６１

　8月29日、アミューズメント佐渡で映画「飛べ！ダコタ」の主題歌の披露とコーラスの録音イベントが行われま
した。歌手の石井里佳さんが歌う主題歌のタイトルは「Irish(アイリッシュ) Lullaby(ララバイ)」。
　この主題歌は同映画の音楽プロデューサーを務める宇崎竜童さんがアイルランドの子守唄を基に編曲したもの
で、ダコタが飛び立つ最後のクライマックスシーンで流れる予定です。
　コーラスの録音イベントでは、宇崎さんの指導のもと、佐渡合唱連盟所属の「アミューズメント合唱団」「カンテ
リーノ両津」「コーラス真野」の約50名がコーラス部分を熱唱しました。宇崎さんが「英国の軍人が祖国を想う気持
ちを重ねて」などと指導し、ホールには美しい歌声が響き渡りました。
　この映画は、戦後間もない昭和21年冬、佐渡に不時着した英国軍輸送機（通称ダコタ）を、島民の力で再び飛び立
たせるまでの物語です。第2期の撮影が平成25年1月から1か月
間行われます。
　第2期では前回の10倍以上のエキストラを必要としています
ので、ご協力をお願いいたします。
　豪華キャストと共に「佐渡の映画」をつくりましょう。
エキストラ応募先　
　助監督・桑原　☎０９０－１４２０－００４０
　または、フィルムコミッション佐渡事務局
　（市役所観光商工課観光振興係内）☎６３－５１１６
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